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特
別
会
計
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で

運
営
し
て
い
く
事
業
の
会
計
で
す
。
お
金

の
出
し
入
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、

一
般
会
計
と
は
別
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
▼
国
民
健
康
保
険
▼
後
期
高

齢
者
医
療
▼
介
護
保
険
▼
公
設
地
方
卸
売

市
場
事
業
▼
産
業
団
地
事
業
ー
の
五
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

で
決
算
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算

■
国
民
健
康
保
険

　

加
入
者
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税

や
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
、
医
療
給
付
や
特
定
健
康
診
査
な
ど
の

保
健
事
業
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
早
期
治
療
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
市
の
負
担

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
各
種
申
請
や
届

け
出
の
受
け
付
け
、
保
険
料
の
徴
収
な
ど

を
行
い
ま
し
た（
事
務
は
、
運
営
主
体
で

あ
る
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

と
分
担
し
て
い
ま
す
）。

■
介
護
保
険

　
介
護
保
険
料
や
国
・
県
・
市
の
負
担
金
な
ど

を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
給
付
や
介
護
予

防
の
支
援
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
の
支

援
体
制
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

　
施
設
使
用
料
や
売
上
高
に
応
じ
た
使
用

料
を
主
な
財
源
と
し
て
、
公
設
地
方
卸
売

市
場
を
運
営
し
ま
し
た
。

■
産
業
団
地
事
業

　
分
譲
収
入
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
を
主
な
財
源
と
し
、
造
成
工
事
や
上
下
水
道

工
事
を
実
施
し
た
ほ
か
、
実
施
設
計
や
用
地
買

収
、
各
種
測
量
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

会計名 歳入 歳出 差引残額

国民健康保険 87億7,492 87億7,367 125

後期高齢者医療 24億5,645 24億5,374 271

介護保険 111億5,281 110億2,117 1億3,164

公設地方卸売市場事業 1億5,784 1億5,664 120

産業団地事業 8億3,080 7億5,129 7,951

合　計 233億7,282 231億5,650 2億1,632

令和６年度の特別会計決算の総括表　　 　（単位：万円）

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
特
別
会
計
の
中

で
も
複
式
簿
記
に
よ
り
経
理
を
行
う
会
計

で
、
本
市
で
は
、
下
水
道
事
業
が
こ
れ
に

該
当
し
ま
す
。 

▼
公
共
下
水
道
事
業
▼
農

業
集
落
排
水
事
業
▼
戸
別
浄
化
槽
事
業
ー

を
一
体
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　
　（
下
水
道
事
業
）の
決
算

項目 公共下水道 農業集落排水 戸別浄化槽 合計

収
益
的
収
支

（
税
抜
き
）

収入 23億3,784 8億4,847 1億4,949 33億3,580

支出 22億6,045 8億7,018 1億9,014 33億2,077

純利益 7,739 △2,171 △4,065 1,503

資
本
的
収
支

（
税
込
み
）

収入 14億3,235 8億1,678 45 22億4,958

支出 23億5,093 10億8,277 3,744 34億7,114

留保資金補てん額 9億1,858 2億6,599 3,699 12億2,156

令和６年度の公営企業会計決算の状況　　　　　　　（単位：万円）

■
公
共
下
水
道
事
業

　
下
水
道
使
用
料
と
一
般
会
計
か
ら
の
負

担
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
公
共
下
水
道

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国

庫
補
助
金
や
企
業
債（
借
入
金
）な
ど
を
主

な
財
源
と
し
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
行

い
ま
し
た
。

　
長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て
は
、「
花
巻
市

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
、
大
迫
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
東
和

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
電
気
設
備
、
高
田
排
水

ポ
ン
プ
場
の
機
械
・
電
気
設
備
の
改
築
更

新
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
管
路
や
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
、
鉄
蓋
の
更
新
・
交
換
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
と
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、

農
業
集
落
排
水
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ

た
ほ
か
、
県
補
助
金
や
企
業
債
を
主
な
財

源
と
し
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
行
い
ま

し
た
。

　
長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て
は
、「
花
巻
市

農
業
集
落
排
水
施
設
最
適
整
備
構
想
」に

基
づ
き
、
猪
鼻
地
区
、
熊
野
地
区
、
長
根

地
区
の
機
能
強
化
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

■
戸
別
浄
化
槽
事
業

　
１
２
２
２
基
の
戸
別
浄
化
槽
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
の
財
政
状
況

　～
健
全
化
基
準
を
全
て
ク
リ
ア
～

基
金（
貯
金
）と
市
債（
借
金
）の
状
況

　
　
　～
借
金
が
減
少
し
ま
し
た
～
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付
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療
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付
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齢
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収
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介
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取
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使
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や
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料
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市
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■
産
業
団
地
事
業

　
分
譲
収
入
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
を
主
な
財
源
と
し
、
造
成
工
事
や
上
下
水
道

工
事
を
実
施
し
た
ほ
か
、
実
施
設
計
や
用
地
買

収
、
各
種
測
量
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を
示
す

指
標
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率（
４
分

類
）と
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
示
す
こ
の
指
標
の
判
断
基
準
に
よ

り
、
市
の
財
政
が▶

健
全
団
体▶

早
期
健

全
化
団
体（
要
注
意
状
態
）▶

財
政
再
生
団

体（
破
た
ん
状
態
）―
の
い
ず
れ
の
状
態
に

あ
る
か
、
ま
た
各
会
計
の
経
営
が
ど
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
判
断
す

本
市
の
財
政
状
況

　～
健
全
化
基
準
を
全
て
ク
リ
ア
～

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
基
準
値
以

上
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
で
定

め
ら
れ
た
計
画
の
策
定
を
行
い
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
基
準
値
を
超
え
る
項
目
は

な
く
、
財
政
状
況
は
健
全
で
す
が
、
今
後

も
引
き
続
き
無
駄
の
な
い
財
政
運
営
に
努

め
、
一
層
の
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

区　分 花巻市・６年度
（カッコ内は５年度）

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫）　 11.86㌫ 20㌫

連結実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫） 16.86㌫ 30㌫

実質公債費比率 9.2㌫
（8.7㌫） 25㌫ 35㌫

将来負担比率 50.6㌫
（44.4㌫） 350㌫

財政健全化判断比率

会計名 花巻市・６年度
（カッコ内は５年度）

経営健全化
基準

公設地方卸売市場事業 ― ㌫
（ ― ㌫） 20㌫

産業団地事業 ― ㌫
（ ― ㌫） 20㌫

資金不足比率

注�１…表中、各基準は国が示した数値です
注�２…赤字額、資金不足がない場合は、「－㌫」で表しています

▲

実質赤字比率／普通会計（一般会計など）の赤字比率

▲

連結実質
赤字比率／市の全ての会計（普通会計・特別会計・公営企業会計）を
含めた赤字比率

▲

実質公債費比率／市の全ての会計に一部事務組
合などの会計を含めたもので、公債費の財政負担を見るための比率▲

将来負担比率／市の全ての会計と一部事務組合などの会計に第
３セクターなどの会計を含めたもので、普通会計が将来、財政負担
する実質的な負債（借入金残高など）を見るための比率

▲

資金不足
比率／特別会計などの事業の規模に対する資金不足額の比率

■
基
金（
貯
金
）に
つ
い
て
　

　
本
市
の
一
般
会
計
の
主
な
基
金（
貯
金
）

〔
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
ま
ち
づ

く
り
基
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
〕の
令

和
６
年
度
末
現
在
高
は
、
１
５
１
・
５
億

円
で
す
。

■
市
債（
借
金
）に
つ
い
て

　
本
市
の
市
債（
借
金
）の
令
和
６
年
度
末

現
在
高
は
前
年
度
末
と
比
べ
、
お
よ
そ

基
金（
貯
金
）と
市
債（
借
金
）の
状
況

　
　
　～
借
金
が
減
少
し
ま
し
た
～

主な一般会計の基金（貯金）の年度末現在高の推移
※財政調整・減債・まちづくり・ふるさと納税基金の合計額
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※�一般会計と一般会計以外〔下水道事業会計および特別会計（公設

地方卸売市場事業）〕の合計額
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令和５

1,010
億円

平成25

・・・

・・・

817
億円

令和６

35
億
円
減
少
し
、
８
１
７
億
円
で
す
。
そ

の
う
ち
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
現
在

高
は
23
億
円
減
少
し
、
４
９
３
億
円
で
、

国
か
ら
後
年
度
に
地
方
交
付
税
と
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
額
な
ど
を
除
い

た
、
市
独
自
の
財
源
で
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
残

高
の
実
質
的
な
将
来
負
担
額
は
１
２
４
億

円
で
す
。
前
年
度
末
と
比
べ
、
お
よ
そ

２
億
４
６
４
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
市
債
残
高
は

３
２
５
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
、
お
よ

そ
11
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

【用語解説】

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

（年度）

（年度）


